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小学部 算数科 授業づくりの考え方

授業づくりの工程

前題材までに到達して
いる実態を把握

指導内容の決定
（研究生産物を基に）

子どもに望む姿を想定

学習指導要領の指導
内容から段階を決定

題材目標の決定

教材の設定

題材設定の立場記述

題材計画構想

授業構想シートを活用

題材開始

R研で毎時間の授業の
評価・改善

題材終了

観点別評価の実施

本時案作成

三
つ
の
柱
の
目
標
を

達
成
す
る
た
め
の

働
き
か
け
や
工
夫

発表者：半田 郷子

実践事例

指導内容：【領域】データの活用 （小学部３段階、小学校第３学年）
【教材と仕組み】『表を作って、大小や増減、順位を読み取ろう』

題材目標

知・技：データから項目を見て、表の正しい位置に数を記入したり、項目に対応した数を読み取ったりする。

思・判・表：表を見て、順位をつけたり、増減などに気づいたりして、データの変化を読み取る。

学び：自分に身近なことからテーマを考えようとしたり、友だちと話し合いながら表の作成の仕方を学ぼうと
したりする。

①前回の振り返りと本時のめあての確認
②練習ワークシート（知識・技能の本時のめあてを中心）
③実践（思考力・判断力・表現力の本時のめあてを中心）
つかみどりゲームやアンケートの集計をして、結果を項目毎
に読み取って、表を作成したり、文章題を解いたりする
④まとめ
確認クイズをしたり、工夫や頑張ったことを発表

気づくための工夫

同じ授業展開で

徐々に多く、より広く

評価規準

知・技：項目に対応した数、対象となるものだけを数えて、縦や横の項目を見て正しい位置に、数値や項目を
記入する。

思・判・表：実際にゲームやアンケートなどの結果を集計する中で、問いに応じて順位をつけたり、項目から数や
順位などを比較したりすることで、つかみどりゲームが強い人や人気のものなどを答える。

学び：作りたい表のテーマを発表したり、友だちの作成の表の仕方を聞いて自分で考えながら課題に取り組む。

考察・気づき・改善 など

主体的で対話的で深い学び
の実現に向けた工夫

子ども同士で話し合いながら活動
を進めたり、表を見せ合ったりする

自分たちで、より見やすい表の作り方を
見つけたり、表を作る楽しさ（学ぶ楽し
さ）を感じたりすることができた

学び合いの場を設定

展開を同じにすること
で、見通しをもって活
動に取り組める！

〇項目を徐々に多く（データの変化や傾向を読み取る）
1時間目 数 3時間目 数、順位、増減
2時間目 数、順位 4時間目 数、順位、増減、合計

〇テーマの広がり（生活に即したもので、作成したり、読み取ったりするよさを知る）
身近な食べ物や道具→勝敗表→アンケート結果→ランキング

題材目標の設定

「こうしてみたよ！」
「これも表かな？」
「私もやってみたい！」
「そうすればいいのか」

身につけた知識・技能や学びの姿勢を使って、思考力、判断力、表現力を深める！

しゅうかく

収穫したもの 7月 9月

りんご 3 5

ばなな 4 2

どこをみればいいか
わからない・・・

＜授業の中で、悩んだこと＞

・この題材を学ぶ必要性は？
・机上の学習で終わってしまった…
・子どもたちが、学びたいと思うには？

足りなかったのは・・・発展！！

小学校3学年の内容を扱う児童たちは、本校の指導内容段階表、これまでの評
価、特別支援学校小学部3段階を達成しているとみなした。そこで、適した段階
として小学校３学年の段階を取り扱うようにした。題材目標は、子どもの興味関
心、各教科等の学習の実態等から、設定した。

芋ほり大会で、児童らが
作成したランキング表

成
果

導入→展開→ 発展 →終末
1活 2活 3活 4活

子どもたちが学ぶ必要性や、自分でし
たいと感じるようになるには、日常の学
習や生活につながった活動が必要！

＜子どもたちの変化＞
・順位がわかりやすいように、順位の昇順に表を作った
・順位の予想を、理由を考えてたてた
・項目が増えたとき、枠が足りなかったので、自分たちで
書き足した
・友だち同士で、正誤を確かめ合ったり、教え合ったりした

＜活動例＞
・つかみどりゲーム
・好きなカレーのトッピング
アンケート
・収穫した野菜（おもちゃ）
を数える

＜価値性＞
将来、役に立つ？

料金表、天気予報など、
知りたい情報を読み
取る

＜必要性＞
学校生活で、生かす場
所は？

遊びの指導や生活単
元学習などで、必要な
表を自分たちで作る

＜可能性＞
この題材で、できることは？

自分たちで、項目を考え、枠の
数を決めたり、見やすいようにデー
タを並べかえたりする

⇒遊びや活動の中で養われる思考力、判断力、表現力！

比べるところに、蛍光ペンで
印をつけていこう
①問題で出てくる項目に
印をつけてみよう

バナナの収穫量は、7月と比べて9月
は増えたか減ったかを比べてみよう！

バナナと7月と9月かな

②バナナと7月、9月に
関係する数は？

４と２！蛍光ペンで囲んだ
ところを見ればいいのか！

重さと長さの測定から、ランキング
の記入まで、自分たちで行った
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題材目標
知・技：数字や（数詞）を見聞きして、合わせた数や分けた数を求めるとき（５までの数）、合わせることや分けることの意味がわ

かり、必要な半具体物を操作して、合わせた数や分けた数を答える
思・判・表：半具体物が『合わせる』や『分ける』状況を問われたとき、半具体物の操作（合わせるのか分けるのか）を判断し、半具

体物でつくった一つの数対象を二つに分けたり、半具体物でつくった二つの数対象を合わせたりして、問われた数を求
める

学び：数量に関心をもち、算数で学んだことの楽しさやよさを感じながら興味をもって学ぶ態度を養う

○操作のしやすいえさ積木 ○色玉で作った『分ける君』

・自分で操作し、『合わせる』や『分ける』について考え、正誤判断を自分で行う
ために用いた。また、積木や分ける君など半具体物が変わっても『合わせる』や
『分ける』の操作は同じであることが理解できるように、操作した半具体物の動
きを「●と▲、合わせて■」や「■は、●と▲」などと決まったことばで確かめる
ようにした。

・授業の最初と最後に
学習したことを発表
するようにし、具体物
や半具体物を操作を
したり、友だちの発表
を見て「丸」と言った
り、手で「丸」を作っ
たりして、友だち同士
で正誤を伝え合うよ
うにした。

友だち同士で

操作のしやすさ・わかりやすさ

分解から合成へ

・手元にある一つの数を二つに分ける分解の内容の方が
具体物や半具体物の操作がしやすく、理解できやすいと
考え、分解から取り組むようにした。
・はじめての学習や仕組みが変わると定着に時間がかか
るグループであるので、題材の一次と二次の前半は、活
動の仕組みを知るために、それぞれの学習内容を個別に
取り組み、知識及び技能を確実に習得できるようにした。
・二次の後半からは、思考力・判断力・表現力等を発揮で
きる場面が多くなるように、前時までに扱った数を複数扱
ったり、合成と分解の内容を混在させた問題配列にした
りするように計画を立てた。
（３～５の分解の問題→３～５の合成の問題→３～５の合成と分解の問題）

何を指導する？

・数と計算の指導内容のうち、２０までの数の三者関係が理解できていた
ため、次の段階の『数を構成的に見ること』ができるように、合成と分解
の内容を取り上げることとした。数字や数詞を見聞きしたときに、その数
を頭の中で思い描いたり、問われていることを半具体物の数の動きで映
像化できたりすることが重要であり、そのためには、具体物や半具体物
をたくさん操作することが必要であると考え、上記の題材目標に決定し
た。

評価規準
知・技：合わせた数や分けた数を求めるとき（５までの数）、「●と▲、あわせて■」（■を求める）、「■は、●と▲」（▲を求める）

の問いを見聞きして、合わせることや分けることの意味がわかり、半具体物を操作して正しく答える

思・判・表：『合わせる』や『分ける』状況を問われて、問いが『合わせる』か『分ける』かを判断して、半具体物を正しく操作する

学び：課題に取り組むとメダルがもらえ、動物にえさをあげられることがわかると、課題をすぐに取りに行ったり、必要な教具を
自ら選び取ったりして、学習に取り組む

気づき・改善・考察 など

主体的で対話的で
深い学びの実現に
向けた工夫

・課題や教具の置き場
を固定し、自分から
取り組んだり、選択し
たりすることができる
ようにした。
・課題プリントができた
ら、教師に持って行き、
えさ積木や分ける君
を使って、正誤判断を
行った。正答の場合
には、好きなキャラク
ターのメダルをもらえ
る仕組みにしたことで、
自分から進んで課題
に取り組み、進んで
正誤の確認へ行くよ
うになった。

自分からどんどん

・『合わせる』や『分ける』の操作をたくさん行うことが、数の動きを映像化することにつながり、また、自分で気づくことにつながるので、操作のしやす
い教具を用いることが必要と考えた。
・ものが変わってもその数が『合わせる』や『分ける』ことの動き（操作）は変わらないことが理解できるように、その動きをことばとともに確実におさえ
ていく教師の働きかけの改善を行った。また、どのような形状の具体物や半具体物でも操作できるように、正誤判断を行う教具を、児童が自分で使
ったものとは違う教具を使って行うようにした。
→上記のように考えて取り組んだ結果、『合せる』や『分ける』の操作を行うときに、自分から必要な教具を取りに行き、それぞれの操作をたくさん行う
ことができた。友だちの発表を聞いて同じ答えだったかなどを尋ねられて、手で丸を作ったり、ことばで「合っている」などと伝えたりして、友だち同
士のかかわりも増えてきた。

教材と仕組み：『動物園に行こう』で、動物にあげるえさ積木を二匹の動物に分けたり、二つのえさ箱に入っているえさ
積木を合わせたりして動物にあげる

指導内容：【領域】数と計算 小学部２段階 ア（ア）㋗


